
投与日

1 2 3 4 5 ･･･ 14 ･･･ 21

1 〇

2 〇

6 〇

7 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

8 〇 〇

1コース期間

（次のコースまでの標準期間）

<減量・中止基準> ＜減量方法＞

75mg/㎡

50mg/㎡

〈同一コース内のS-1休薬・再開基準〉

１５日目までに回復しない場合は次コースまで休薬

その他

S-1初回基準投与量
BSA<1.25㎡：80㎎/日（分2）
1.25㎡≦BSA<1.5㎡：100㎎/日（分2）
1.5㎡≦BSA：120㎎/日（分2）

・ハーセプチン
投与開始前に必ず心機能確認。原則として3ヵ月に1回、心エコー等によるLVEFの測定・評価。

≦Grade２まで休薬
,

回復後,減量再開
同量継続 下痢

口内炎
手足症候群

≧Grade2 ≦Grade1

Grade４ 中止 同量継続

休薬規定及
び

減量規定、
中止基準

ｱﾚﾙｷﾞｰ/過敏症 ≧Grade3 中止 同量継続

AST・ALT

＞ULN×2.5
(肝転移がある場合

は
×5)

≦ULN×2.5
(肝転移がある場合

は
×5)

末梢神経障害

Grade２

１段階減量(50mg/
㎡の場合は減量せ

ず
継続)

同量継続

血清ｸﾚｱﾁﾆﾝ ＞ULN×1.2 ≦ULN×1.2

Grade３

下痢,口内炎,
手足症候群

≧Grade3 １段階減量 １段階減量
好中球数 ＜1,000/m㎥ ≧1,500m㎥

血小板数 ＜50,000/m㎥ ≧50,000m㎥

25ｍｇ/回 40mg/回

血小板数

＜25,000/m㎥ １段階減量 １段階減量

Day29で
＜75,000/ｍ

㎥
１段階減量

１段階減量

(L-OHP50mg/㎡の
場合) 休薬基準 再開基準

＜1.25㎡
≧1.25㎡
＜1.5㎡

≧1.5㎡

１段階減量 25mg/回 40ｍｇ/回 50mg/回

S-１

好中球数 ＜500/m㎥ １段階減量 体表面積

L-OHP S-１

L-OHP

発熱性好中球
減少

好中球<1,000/m
㎥かつ腋窩温38

℃以上
１段階減量 １段階減量

２段階減量 20mg/回

デカドロン錠４ｍｇ 2錠分１ 内服 朝食後

21日 総コース数 制限なし

生食注シリンジ 10ｍL 静注 抗がん剤終了後のロック用

エスワンタイホウ配合ＯＤ錠※その他に記載 内服 day1夕食後~day15朝

エルプラット点滴静注液 100mg/㎡
〇

デキサート注射液1.65ｍｇ 6管

5
５％ブドウ糖液 250ｍL

点滴静注側管 ２時間

〇4
アロキシ点滴静注バッグ 1袋

点滴静注側管 15分

ハーセプチン注射用
初回:8mg/kg

2回目以降:6mg/kg

〇

生理食塩液 250ｍL 点滴静注 ルートキープ用

3

生理食塩液 250ｍL

点滴静注側管
初回：90分

忍容性が良好であれば　　
　　　　　2回目以降：30分

がん種 胃がん

備考

生食注シリンジ 10ｍL 静注 投与前フラッシュ用

レジメン名 Tmab+ＳＯＸ療法

番
号

薬剤名 投与量 投与方法 投与時間


